
世の中が大きく変わっていく過渡

期にあると日々感じています。青

森県は人口減少社会の影響を受ける最前線にいます。病院は合併し

集約化され、地域あたりのベッド数は減少しています。それに合わ

せて沢田内科も変わっていかなければなりません。変わらない医療

を提供するためにも、変わっていかざるをえない状況にあります。

ニュースレターでは当院での取り組みと、その理由について通院中

の皆様にわかりやすいようにお伝えしていきたいと思います。

になると考えています。

　

　また、院内薬局だったスペースは改

装して事務室の拡充にあてる予定で

す。現在、受付の隣の大きな額が飾っ

てあったところは仮囲いを行い、壁を

外す作業をしています。その部分を新

たに会計窓口とする方針です。工事期

間中は待合室が狭くなってしまいます

が、ご了承いただければと思います。
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　６月２日月曜日より完全に院外処方に移行しました。以前も書い

たことがありますが、これまで院内処方だったのは病棟があって24

時間365日、いつでも処方できるような体制をとっておく必要が

あったからです。病棟終了に伴い、その必要がなくなったため院外

処方にしました。院外薬局の薬剤師の先生にもこれまでの処方を確

認していただき、薬剤をまとめたり（たとえば250㎎２錠を500㎎

１錠にしたり）、複数の内服薬がある場合１包化したり、用法を厳

密にしたり、微調整を行っています。院外薬局になるということ

は、これまで以上に多くのチェックが入ることになり、間違いは減

ると思われます。会計、薬の受け取りまでこれまで以上にスムーズ

① 院外処方がはじまりました

新しい取り組み

大きな額が飾ってあった壁を撤去し会計窓口を拡充します。

工事中



　これまで超音波検査士として活躍してくれた宇野さんが６月いっぱ

いで定年を迎えました。昨年令和６年の腹部超音波検査件数は2510

件で、これは開院以来過去最多を記録しました。宇野さんには感謝し

てもしきれないくらい沢田内科に貢献していただいたと思っていま

す。今後は院長直也と看護師の澤田美紀子さんが中心となって超音波

検査部門を運営していくことになります。４番診察室に新たにエコー

機器を導入しました。往診の際にも使用できるタブレット型の小さい

　毎週月曜日と金曜日に「加福堂（販売・営業　塩越琳さん）」が

当院の駐車場に野菜の訪問販売に来ています。地元で採れた野菜を

安価で提供しています。野菜はとても重要な栄養素を含んでいます

し、手軽に利用できるため職員にも非常に好評です。来院の際にの
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② 野菜の訪問販売

③ 新たな超音波検査機器の導入と超音波検査士の養成

ぞいてみていただければと思います。

地域の活性化という意味で今後も協力

していきたいと思っています。

機器です。これは当日緊急で検査した

い方を早めにみるためという目的がひ

とつ、もうひとつは今後新たに超音波

検査士を養成するためでもあります。

現在、弘前市医師会看護専門学校で准

看護師になるための勉強をしている石

山大河さんと看護師の斎藤日和さんの

２名が超音波検査士を目指して勉強することになり

ました。検査士の訓練として、座学はもちろん、実

際の検査経験が何より大事になります。ある程度の

検査手順がスムーズにできるようになった時点で、

臨床の現場でも経験を積む必要があります。今後、

腹部超音波検査目的に受診された患者さんには１日

数名の方にお声がけさせていただき、ご協力いただ

ける場合は医師の直接指導のもと、一緒に腹部超音

波検査をさせていただければと思います。一人前に

なるためには年単位での修業が必要です。将来的に

は超音波検査をより手軽にたくさんできるようにす

ることで、検査のハードルをさらに下げて膵がんの

早期発見の取り組みにもつなげていこうと考えてい

ます。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

4番診察室にタブレット型の

小型エコーを設置しました。



番診察室で糖尿病だけでなく生活習慣病外来として

上記の看護師さんを中心に高血圧、脂質異常症で通

院中の患者さんにも、日常診療の一部として指導を

行ってもらうことにしまし

た。当院に通院されている

方の疾患で最も多いのが高

血圧で約2000人、脂質異

常症で約1000人、糖尿病

で約700人です（重複あり

ます）。この３つの病気を

良好にコントロールするこ

とで脳梗塞、心筋梗塞、腎

不全を予防することができ

ます。医師の診察時間内だ

けでは指導できることが限られます。多職種による

指導を行うことにより、より良いコントロールを目

指していきたいと思います。

た。具合の悪い患者さんを中心に診察して

もらいましたが、点滴ルート確保を進んで行うな

ど、とても積極的な

姿勢で診療を行って

いました。３年目も

弘 前 総 合 医 療 セ ン

ターで引き続き外科

研修を行う予定との

ことでした。近年外

科医は体力的にもき

ついため敬遠される

傾向にあります。濱

本先生のように志の

高い先生の活躍はと

ても楽しみです。

　これまで超音波検査士として活躍してくれた宇野さんが６月いっぱ

いで定年を迎えました。昨年令和６年の腹部超音波検査件数は2510

件で、これは開院以来過去最多を記録しました。宇野さんには感謝し

てもしきれないくらい沢田内科に貢献していただいたと思っていま

す。今後は院長直也と看護師の澤田美紀子さんが中心となって超音波

検査部門を運営していくことになります。４番診察室に新たにエコー

機器を導入しました。往診の際にも使用できるタブレット型の小さい
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④ 生活習慣病外来

　外来改装にあたり、診察ブースを新たに設置した

ことは以前のニュースレターでもお知らせしました

。日本糖尿病療養指導士

を取得したことのある看

護師は現在３名（井上真

利子さん、尾野真紀さん

、戸井田朋美さん）当院

に在籍しています。これ

までは糖尿病と診断され

た患者さんには木曜日の

午後に糖尿病外来として

予約していただき、糖尿

病療養指導士の指導と管

理栄養士による食事指導、下肢の血管検査、眼底検

査、フットケアなどを行っていました。今後、木曜

日午後は食事指導のみとして、５月より試験的に３

⑤ 弘前総合医療センターの地域医療研修

　令和７年７月、毎年恒例ではありますが弘前総合

医療センターから医

師２年目の先生が研

修に来ていました。

濱本周（はまもと 

あまね）先生は神奈

川県厚木市出身。将

来は消化器外科に入

局予定です。私と同

じ消化器分野を専門

にしていくため、今

回の研修では問診と

診察からしっかり診

断をつけることを目

標に研修を行いまし

機器です。これは当日緊急で検査した

い方を早めにみるためという目的がひ

とつ、もうひとつは今後新たに超音波

検査士を養成するためでもあります。

現在、弘前市医師会看護専門学校で准

看護師になるための勉強をしている石

山大河さんと看護師の斎藤日和さんの

２名が超音波検査士を目指して勉強することになり

ました。検査士の訓練として、座学はもちろん、実

際の検査経験が何より大事になります。ある程度の

検査手順がスムーズにできるようになった時点で、

臨床の現場でも経験を積む必要があります。今後、

腹部超音波検査目的に受診された患者さんには１日

数名の方にお声がけさせていただき、ご協力いただ

ける場合は医師の直接指導のもと、一緒に腹部超音

波検査をさせていただければと思います。一人前に

なるためには年単位での修業が必要です。将来的に

は超音波検査をより手軽にたくさんできるようにす

ることで、検査のハードルをさらに下げて膵がんの

早期発見の取り組みにもつなげていこうと考えてい

ます。ご協力のほどよろしくお願いいたします。



弘前市医師会看護専門学校では入学者の減少により募集

定員を満たせない状況が続いています。高校生の進学状

況を考慮し、いかに入学者を確保するかを考えてみたい

と思います。

全国の大学の令和６年度の入学者数は約61万人でし

た。私立大学が約48万人、国公立大学が約13万人で

す。私立大学では年々学生確保に苦しむ大学が増えてお

り、令和６年度は約６割が定員割れの状況です。18歳

人口は1992年に約205万人でしたが、令和７年１月時

点で約109万人にまで減少しました。文科省は2050年

の大学入学者数は現在の水準から３割減の約43万人に

なるとみています。一方、大学の数は短大から４年制へ

の転換や学部新設などで813校まで増えているのが実情

です。18歳人口が減少している一方で大学進学率が約

58％まで上昇し入学者数は何とか確保できていまし

た。しかし、ここから先は大学淘汰の時代になることが

予想されています。

学力試験での大学の一般入試は２月以降に行われます。

これに対して総合型、推薦型といわれる入試では12月

までに入学者を決めますので年内入試といわれていま

す。最近、年内入試で入学先を決める受験生が半分を超

えており、２月からの一般入試で進学する受験生は減少

してきています。これは、「早く確実に受かる」ため

に、自分の実力にあった大学を総合型・推薦型で受ける

学生が増えているからです。そして早く入学者を確保し

たい私立大学では総合型・推薦型で学生を早めに確保し

たいという思惑があります。このような状況で令和５年

度入試では大学全体の一般選抜比率は約48％と半数を

割り、初めて年内入試の割合が半数を超えました。私立

大学の一般選抜比率は約40％まで縮小しています。

青森県内の看護師養成機関の状況を見てみます。弘前大

学と青森県立保健大学は定員が185人で入学者は192人

でした。４つの私立大学は定員が280人で入学者は202

人でした。准看護師の免許を持つ人が入学する２年制の

５つの看護学校は入学定員が275人、入学者が104人で

した。２つの３年制看護専門学校は定員が90人、入学

者が61人でした。中学校から入学する３つの高校看護

科は定員が120人で70人が入学しました。まとめます

と、青森県全体で３つの高校を含めて看護師定員850人

で入学者数は629人でした。弘前大学、県立保健大学、

弘前総合医療センター以外はすべて定員を埋められませ

んでした。つまり、この３つの学校以外はすべて入学者

確保が困難な状況にあるということです。
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弘前市の18歳人口も年々減少しています。数年前は高

校３年生の人口は約1600人でした。現在は約1400人で

す。現在、中学校の１学年は1200人、昨年生まれた子

どもは約800人です。どのような少子化対策を行っても

この現実は変わりません。なお、弘前市の人口は約16

万人で、医師会看護専門学校の志望者はその周辺を含め

た約30万人を背景としています。

弘前市医師会看護専門学校准看護学科

は定員が80人です。これに対して入

学者数は昨年が59人、今年は61人と

定員を割っています。看護職員を供給

するのが役割ですが、この状況ではそ

の役割を果たすことができません。

弘前市医師会看護専門学校では18歳人口の減少で入学

者を確保するのが難しくなることから社会人の入学に力

を入れてきました。最近10年間の准看護学科入学生の

社会人割合（高校からの直接進学ではない人）は平均

37％（18～48％）でした。ここ２年間は准看護学科の

入学者は20人程度の欠員状態ですので、社会人を受け

入れていなければ大幅な欠員状態をきたしていたものと

思われます。

現実の医療現場では看護師が足りていません。定員割れ

が続くと授業料などの収入が減りますので運営する医師

会の財政的な負担が大きくなります。その結果、授業料

の値上げなどが必要となり学生の負担も大きくなりま

す。ですから、学生あるいはすでに就業している人にい

かに看護職を志望してもらうかが課題なわけです。高校

を訪問したりオープンキャンパスで学校を知ってもら

い、受験する学生を一人でも多くすること、就業者には

看護師養成の情報を流して希望者を掘り起こすことなど

が必要です。新聞などを通して看護専門学校の内容と特

徴を知ってもらうこと、ホームページやSNSの利用によ

り情報を発信していくこと、募集地域の範囲を広げてい

くことなども必要です。高校生は３年生になると早期に

進学先を決めることが多くなっていますので、オープン

キャンパスは高校１年生、２年生も対象としています。

年内入試が広まるとともにこのような対応がますます必

要となります。このように様々な手段を講じて弘前市医

師会看護専門学校の入学者を確保し地域に看護師を供給

できるようにしたいと思っています。

看護専門学校へ入学者募集！！（澤田美彦）

この記事は、弘前市医師会看護専門学校長として

医師会報巻頭言に書いたものを多少変更したものです。


